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菱刈中校区小中一貫教育スローガン

「 創立５０周年に素晴らしいスタート 」 校長 中村 浩一

本校は，昭和22年に開校した「本城村立本城中学校」と「菱刈町立

菱刈中学校」が昭和43年に統合されて発足し，今年創立50周年を迎え

ました。創立当時の1,000人を超えていた生徒数から随分少なくなりました

が，４月６日の第50回入学式で新入生51人を迎え，全校生徒173人で平成29年

度をスタートしました。

新年度が始まって３週間が過ぎようとしていますが，昨年度，保護者や地

域の方々にご心配をおかけした状況が改善されつつあることを強く感じてい

ます。昨年１年間での子どもたちの成長はもちろんですが，それぞれ進級し

た２年生，３年生の節目としての自覚があってのことだと思います。また，

保護者の皆様方の我が子を支える思いのおかげと感謝しております。

まだまだ課題はありますが，今年１年での大きな成長を予感させる素晴ら

しい始まりとなりました。今後とも，本校の教育活動に対して，ご理解とご

協力をお願いいたします。

今年を大きな飛躍の年にするために，昨年度２学期から取り組んでいただ

いた以下のことについて，今年度も引き続きご家庭で取り組んでいただきた

いと思います。

〇 ＰＴＡの重点指導３項目

・ 朝，家を出るときに正しい服装（制服）を確認しましょう。

・ 子どもの持ち物（カバンの中身）をチェックしましょう。

・ 必要のないお金は持たせないようにしましょう。

〇 ３のつく日は「参観の日」（３日，13日，23日，土曜授業日）

積極的な授業参観を！

【創立５０周年に向けて】

創立５０周年を迎え，「菱刈中学校創立５０周年記念事業実行

委員会」（校区コミュニティ会長，ＰＴＡ役員，卒業生，学校職

員，約30人）を組織して，記念事業（校旗新調，教育環境整備）

や記念誌作成，記念式典などの準備を進めています。

事業を進めるためには，保護者の方々をはじめ多くの方々のご

協力が必要です。趣意書を配布したり，ポスターを掲示したりす

るなどして周知を図っていきますが，保護者の方々からも，校区

外や市外，県外まで情報を広げていただければと思います。また，

協賛金等のご協力もよろしくお願いします。



新入生５１名を迎え，１７３名でのスタートです
４月６日（木）に，新入生５１人とともに平成２９年度の菱刈

中学校がスタートしました。新入生には，充実した３年間を送っ

てもらいたいです。本校職員も一丸となって子どもたちの成長を

見守っていきます。学校と家庭との連携も大切ですので，お互い

に情報交換をしながら，子どもたちの成長を見守っていきたいと

考えております。御理解・御協力のほどよろしくお願い申し上げます。

生徒会入会式・部活動紹介
４月１０日（月）に生徒会入会式と部活動紹介が行われまし

た。生徒会役員が菱刈中の一日の生活を劇で紹介するなど，工

夫された内容の入会式となりました。また，部活動紹介では，

それぞれの部の紹介と部活動をする上での注意点，新入生の入

部までの流れについての説明が行われました。

今年度の転入職員です。よろしくお願いします。
職 名 氏 名 教科等 前任校

教 頭 高瀨信幸 いちき串木野市立生冠中学校

教 諭 窪田幸雄 保体・生徒指導 姶良市立重富中学校

教 諭 西健太郎 国語・小中一貫教育 伊佐市立田中小学校

事務職員 谷口静一 瀬戸内町立阿木名小学校

学校司書 蓑田啓子 図書室 伊佐市立大口中央中学校

学習支援員 今別府知恵 学習指導

2日（火）ＰＴＡ総会・歓迎会
3日（水）憲法記念日
4日（木）みどりの日
5日（金）こどもの日
9日（火）全校朝会 検尿～10日
11日（木）内科結核検診
12日（金）伊佐さわやか挨拶運動
13日（土）土曜授業 避難訓練
16日（火）全校朝会 眼科検診
17日（水）地区陸上競技大会
19日（金）生徒総会
20日（土）土曜いきいき講座開校式
23日（火）歯科検診
24日（水）３年実力テスト(～25日)
25日（木）菱刈中校区小中一貫教育実践研究会
26日（金）生徒会専門委員会 検尿二次
※ 部活動終了時刻１８：１５

下校時刻１８：３０

５月行事予定ご存知ですか？
鹿児島県は今年10月１日から，「かごしま

県民のための自転車の安全で適正な利用に

関する条例」を施行します。

その内容は，自転車に乗る場合は，盗難

防止のために施錠を行い自転車防犯登録を

受ける。また，自転車損害賠償保険等に加

入することとなっています。

自転車を利用するときは，ヘルメットを

着用するよう努めるとなっており，小中学

生の保護者に対しては，「ヘルメットを着用さ

せなければならない。」となっています。

自転車を利用する子どもから大人までを対

象とした条例です。子どもの命を守る意味

でも対応をよろしくお願いします。


